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社会資本整備に尽力
2019年度 江戸川河川事務所
優良工事等表彰

　
江
戸
川
河
川
事
務
所
は
７
月

22
日
、
２
０
１
９
年
度
優
良
工

事
等
事
務
所
長
表
彰
の
対
象
を

発
表
し
た
。

　
表
彰
件
数
は
▽
優
良
工
事
＝

１
件
▽
優
秀
工
事
技
術
者
＝
１

人
▽
優
良
下
請
け
企
業
＝
３
件

▽
優
良
下
請
け
技
術
者
＝
３
人

▽
難
工
事
功
労
＝
12
件
▽
建
設

産
業
担
い
手
の
確
保
・
育
成
貢

献
工
事
＝
４
件
▽
建
設
産
業
担

い
手
の
確
保
・
育
成
貢
献
工
事

技
術
者
＝
４
人
▽
優
良
業
務
＝

２
件
▽
優
秀
技
術
者
２
人

―

だ
っ
た
。
表
彰
の
対
象
は
、
優

良
工
事
関
係
36
件
、
優
良
業
務

関
係
33
件
か
ら
選
ば
れ
た
。

　
岩
見
洋
一
事
務
所
長
は
受
賞

者
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
寄

せ
、
謝
意
を
示
し
た
上
で
「
な

お
一
層
の
技
術
開
発
と
優
れ
た

人
材
の
育
成
、
良
質
な
社
会
資

本
の
整
備
や
維
持
管
理
に
尽
力

い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
込

め
た
。

　
さ
ら
に「
国
土
交
通
省
で
は
、

働
き
方
改
革
や
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
業
全
体

の
生
産
性
向
上
を
図
り
、
魅
力

あ
る
建
設
現
場
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対

し
て
、
今
回
の
表
彰
に
お
い
て

も
考
慮
し
た
」
と
説
明
し
、
引

き
続
き
の
推
進
を
要
請
し
た
。

　
こ
の
度
、
優
良
工
事
・
優
秀

工
事
技
術
者
、
優
良
下
請
け
企

業
・
下
請
け
技
術
者
、
難
工
事

功
労
者
、
優
良
業
務
・
優
秀
技

術
者
、
ま
た
、
江
戸
川
河
川
事

務
所
独
自
の
表
彰
と
し
て
、
建

設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成
貢

献
工
事
の
受
賞
を
さ
れ
た
皆
さ

ま
方
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の

技
術
開
発
と
優
れ
た
人
材
の
育

成
に
努
め
ら
れ
、
良
質
な
社
会

資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
、

週
休
２
日
の
普
及
・
拡
大
を
は

じ
め
と
す
る
働
き
方
改
革
や
、

測
量
・
調
査
か
ら
、
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理
に
至
る
ま
で
、

建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
全

体
に
お
け
る
３
次
元
デ
ー
タ
の

活
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
技
術
を

活
用
す
る
「
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
業
全
体

の
生
産
性
向
上
を
図
り
、
魅
力

あ
る
建
設
現
場
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
対
し
て
、
今
回
の
表
彰
に
お

い
て
も
考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
施
策
の
推
進

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
、
表
彰
式
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
受
賞
さ
れ
る
皆
さ
ま

方
の
健
康
や
安
全
に
も
鑑
み

て
、
表
彰
状
等
を
送
付
す
る
こ

と
で
表
彰
式
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
こ
の
度
、
受
賞

さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
方
に
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
し
て
、
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
江
戸
川
左
右
岸
３
・
25
㎞
付
近

に
お
け
る
堤
防
整
備
工
事
。
左
岸

側
川
裏
堤
防
整
備
は
住
宅
と
小
段

道
路
に
挟
ま
れ
た
狭
い
箇
所
で
あ

り
、
か
つ
人
や
自
動
車
な
ど
の
往

来
が
多
い
た
め
、
作
業
ス
ペ
ー
ス

や
資
機
材
の
搬
入
に
制
約
が
あ
る

中
、
作
業
計
画
や
安
全
対
策
を
適

切
に
行
い
、
事
故
な
く
工
事
を
完

成
さ
せ
た
。

株
式
会
社 

湯
浅
建
設

工
事
名

Ｈ
30
稲
荷
木
地
区

堤
防
整
備
工
事

工
　
期

２
０
１
８
年
９
月
８
日
～

19
年
５
月
31
日

工
事
概
要

右
岸
完
成

岩見洋一　江戸川河川事務所長の言葉

難工事功労事務所長表彰

一
層
の
技
術
開
発
と

人
材
育
成
を

事
業
期
間
延
長
を
協
議

進
捗
率
19
年
度
末
で
約
45
％

広域農道■安房２期地区

県
安
房
農
業
事
務
所

　
▽
岩
田
秀
一（
㈱
岩
田
興
業
）▽
山

下
富
士
男
（
同
）▽
宮
尾
悟
志（
㈱
オ

カ
モ
ト
）
▽
上
田
　
和（
同
）▽
吉
田

勇
輝（
同
）
▽
桐
谷
喜
心（
㈱
佐
久
間

工
務
店
）
▽
東
條
和
久（
佐
建
・
宇

津
田
建
設
㈱
）
▽
斎
藤
靖
弘（
同
）▽

宮
内
幸
則（
㈱
笹
原
工
務
店
）
▽
末

吉
業
作（
同
）
▽
石
井
英
之（
㈱
昇
和

建
設
）
▽
鳥
越
洋
文（
同
）▽
菊
地
政

廣（
新
千
葉
建
設
㈱
）▽
菊
地
浩
二

（
同
）
▽
前
田
光
男（
同
）▽
青
木
満

博（
同
）▽
澤
口
拓
也（
進
和
建
設
㈱
）

▽
市
原
隼
人（
同
）▽
大
崎
光
志（
杉

田
建
材
㈱
）
▽
岩
城
靖
典（
同
）▽
牧

野
佳
久（
太
陽
工
業
㈱
）▽
鵜
沢
永
治

（
同
）▽
稲
　
和
一（
高
山
総
業
㈱
）▽

大
岩
浩
典（
同
）▽
松
崎
圭
祐（
東
海

建
設
㈱
）
▽
小
野
　
裕（
㈱
南
武
建

設
）
▽
工
藤
朋
子（
同
）▽
根
本
隆
明

（
㈱
根
本
組
）
▽
根
本
幸
太
郎（
同
）

▽
和
田
一
浩（
㈱
マ
ル
コ
ウ
中
村
組
）

▽
志
賀
久
一（
同
）▽
立
花
　
貢（
同
）

▽
高
岡
信
一（
同
）
▽
遠
藤
央
都
（
㈱

帝
設
備
）
▽
速
水
麻
菜
津（
同
）▽
宮

原
茂
朗（
㈲
宮
原
建
設
）▽
石
井
　
静

（
同
）▽
大
曽
根
康
二（
同
）▽
木
口
考

作（
山
内
工
業
㈱
）▽
宗
島
宜
夫（
同
）

▽
茂
手
木
義
夫（
山
十
道
路
㈱
）▽
牧

野
貴
一（
同
）▽
渡
辺
　
彰（
㈱
山
二

総
合
開
発
）

環
境
美
化
活
動（
河
川
清
掃
）参
加
者

　
（
一
社
）
千
葉
県
建
設
業
協

会
市
原
支
部
（
菊
地
政
廣
支
部

長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

環
境
美
化
活
動
（
河
川
清
掃
）

が
20
日
、
市
内
を
流
れ
る
椎
津

川
（
姉
崎
小
学
校
下
親
水
環
境

整
備
区
間
）
で
行
わ
れ
、
会
員

20
社
（
43
人
）
が
参
加
。
同
整

備
区
間
の
除
草
作
業
を
行
っ

た
。
県
市
原
土
木
事
務
所
か
ら

も
、
堀
越
宏
喜
所
長
を
は
じ
め

高
城
仁
調
整
課
長
、
常
松
拓
管

理
課
長
、
藤
田
将
典
建
設
課
技

師
が
応
援
に
駆
け
付
け
た
。

　
開
会
式
で
菊
地
支
部
長
は
、

草
刈
り
の
場
所
が
親
水
広
場
と

菊
地
支
部
長

堀
越
・
県
市
原
土
木
事
務
所
長

親水環境整備区間で草刈り
千建協市原支部が社会貢献
姉崎小下の椎津川に43人

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
怪
我
な

く
作
業
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と

要
請
。

　
同
じ
く
堀
越
所
長
は
、
支
部

会
員
に
よ
る
昨
年
の
台
風
被
害

か
ら
の
復
旧
復
興
を
は
じ
め
、

日
頃
の
地
域
の
安
全
安
心
の
確

保
や
社
会
資
本
整
備
等
へ
の
協

力
に
対
し
て
「
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
」
と
謝
辞
。

　
「
こ
れ
ら
の
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
、
地
域
住
民
に
建
設
業

の
存
在
と
役
割
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
繋
が
る
」
と
述
べ
、

あ
い
さ
つ
と
し
た
。

　
同
地
区
の
進
捗
率
（
事
業
費

ベ
ー
ス
）
は
19
年
度
末
で
約
44

・
９
％
。
本
年
度
は
、
事
業
費

６
億
９
２
０
０
万
円
を
投
入
し

１
号
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
進
捗
を

図
っ
て
い
る
。
５
号
ト
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
は
、
既
存
ト
ン
ネ
ル

の
南
側
に
新
設
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

　
広
域
農
道
安
房
２
期
地
区

は
、
安
房
地
区
全
体
の
総
延
長

７
２
９
５
ｍ
の
う
ち
、
09
年
度

　県安房農業事務所は、広域営農団
地農業整備事業の安房2期地区につ
いて、事業期間の最終年度となる
2021年度までに事業の完了が見込め
ないため、期間の延長を協議してい
る。18年度から実施している1号トン
ネルの工事が21年度中の完成見込み
のため、国道127号から県道犬館山
線までの区間について集中的に工事
を行い、22年度中の供用開始を目指
し、その後、5号トンネルのある区間に
ついて事業の進捗を図りたい意向。

に
完
了
し
た
４
０
７
８
ｍ
を
除

く
延
長
３
２
１
７
ｍ
に
つ
い

て
、
地
方
創
生
道
整
備
交
付
金

を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。
事
業
期
間
は
07
年
度
か
ら

21
年
度
ま
で
。
総
事
業
費
は
48

億
７
０
０
万
円
を
見
込
む
。

　
来
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
１
号
ト
ン
ネ
ル
は
、
南
房

総
市
南
無
谷
地
先
で
Ｊ
Ｒ
内
房

線
を
横
断
す
る
。
規
模
は
延
長

約
27
・
２
ｍ
、
幅
員
９
・
17
ｍ
。

Ｈ
Ｅ
Ｐ
＆
Ｊ
Ｅ
Ｓ
工
法
を
採

用
。
詳
細
設
計
を
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
東
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
―

11
―
１
）
が
担
当
し
、
鉄
建
建

設
が
施
工
し
て
い
る
。

　
５
号
ト
ン
ネ
ル
は
、
基
本
設

計
を
完
了
し
て
い
る
が
、
用
地

交
渉
が
難
航
。
当
初
は
既
存
の

中
尾
沢
隧
道
の
活
用
を
予
定
し

て
い
た
が
、
地
元
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
既
存
の
ト
ン
ネ
ル
を

使
用
し
な
が
ら
整
備
で
き
る
新

設
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

新
設
す
る
場
合
は
、
既
存
ト
ン

ネ
ル
の
南
側
に
整
備
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

　
広
域
農
道
安
房
地
区
は
、
国

道
１
２
７
号
か
ら
主
要
地
方
道

富
津
館
山
線
ま
で
の
総
延
長
約

７
２
９
５
ｍ
を
整
備
す
る
計

画
。
事
業
が
長
期
化
し
た
こ
と

か
ら
、
１
期
地
区
と
２
期
地
区

に
分
割
。
１
期
地
区
４
０
７
８

ｍ
は
１
９
９
５
〜
２
０
０
９
年

度
に
事
業
を
実
施
し
、完
了
。現

在
、
２
期
地
区
３
２
１
７
ｍ
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
安
房
地

区
全
体
の
事
業
費
は
１
３
５
億

４
１
０
０
万
円
を
見
込
み
、
事

業
の
進
捗
率（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

は
19
年
度
末
で
約
80
・
４
％
。

　
同
地
区
で
は
ト
ン
ネ
ル
と
し

て
１
〜
７
号
ま
で
の
７
か
所
が

計
画
さ
れ
、
こ
の
う
ち
１
、
５

号
ト
ン
ネ
ル
を
除
く
５
か
所
が

完
成
し
て
い
る
。
施
工
者
は
、

２
号
ト
ン
ネ
ル
が
鴻
池
組
（
７

億
８
８
０
０
万
円
）
、
３
号
ト

ン
ネ
ル
が
十
文
字
土
木
（
７
億

７
９
０
９
万
３
０
０
０
円
）
、

４
号
ト
ン
ネ
ル
が
竹
中
・
古
谷

Ｊ
Ｖ
（
５
億
７
８
０
万
円
）
、

６
号
ト
ン
ネ
ル
が
間
・
飛
島
・

阿
部
建
設
Ｊ
Ｖ
（
18
億
９
０
０

０
万
円
）
、
７
号
ト
ン
ネ
ル
が

大
林
組
・
十
文
字
土
木
Ｊ
Ｖ（
６

億
６
７
０
０
万
円
）
。

松
戸
市
■
優
良
工
事
表
彰
式
を
開
催

　
松
戸
市
は
24
日
、
２
０
２
０

年
度
優
良
建
設
工
事
表
彰
式
を

市
役
所
新
館
５
階
市
民
サ
ロ
ン

で
執
り
行
い
、
「
松
戸
市
営
幸

田
第
二
住
宅
給
排
水
管
改
修
そ

の
他
工
事
（
第
１
期
）
」
を
優

れ
た
技
術
で
完
成
さ
せ
た
㈱
早

見
設
備
を
た
た
え
た
。
本
郷
谷

健
次
市
長
は
早
見
政
晃
代
表
取

締
役
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
後
、

「
住
民
と
話
し
合
い
、
意
向
を

十
分
に
把
握
し
な
が
ら
工
事
な

ど
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
。
心

の
こ
も
っ
た
工
事
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
ほ
か
の
工
事
業

者
の
鏡
に
な
る
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
精
神
を
忘
れ
ず

に
、
ぜ
ひ
高
い
と
こ
ろ
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

早
見
設
備
が
受
賞
の
栄

　
ま
た
、
早
見
代
表
取
締
役
は

「
こ
れ
か
ら
も
市
と
と
も
に
品

質
向
上
を
図
り
、
新
し
い
時
代

の
変
化
に
対
応
し
得
る
体
制
を

備
え
て
い
く
」と
引
き
締
め
た
。

　
表
彰
は
、
良
好
な
公
共
施
設

の
整
備
な
ど
を
目
的
に
14
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
市
が
発

注
し
、
市
内
に
本
店
を
置
く
建

設
業
者
が
前
年
度
ま
で
に
完
成

さ
せ
た
請
負
金
額
５
０
０
万
円

以
上
か
つ
工
事
成
績
評
定
点
81

点
以
上
の
建
設
工
事
の
中
か
ら

対
象
を
選
定
す
る
。

広域農道安房２期地区一般図

八千代市補正／市庁舎
予定地買収に5.4億円

2

きょうの
紙 面

公
共

印西市補正／原小増築
設計業務委託2878万円公

共

茂原市補正／本納中プ
ール解体・跡地に遊具 公

共

流山市補正／八木北小
屋体増築工事費2.1億円 公

告

浦安市富岡小学校
校舎建築改修工事 入

札

県警射撃場屋根防水ほ
か改修鎌形建設1.8億円公

共 2 2 3 6 5


